児童養護施設内容評価基準【新旧対照表】
	現行
	改訂前





















○好みに個人差があるものについては、個人所有とすることで自己領域の確保を図ることが大切にされているかを評価します。この際、日用品を子どもに小遣いで購入させることが無いようにし、子どもの好みに応じて選択できるように用意していることにも留意します。













	４　関係機関連携・地域支援
４－（１）　関係機関等の連携 
４－（１）－①　　幼稚園、小・中学校、高等学校、特別支援学校など子どもが通う学校と連携を密にしている。
【判断基準】
ａ）幼稚園、小・中学校、高等学校、特別支援学校など子どもが通う学校と連携を密にしている。
ｂ）幼稚園、小・中学校、高等学校、特別支援学校など子どもが通う学校と連携を密にしているが、十分ではない。
ｃ）幼稚園、小・中学校、高等学校、特別支援学校など子どもが通う学校と連携を密にしていない。
評価の着眼点
□幼稚園、小学校、高等学校等との定期的な連絡等の連携を図っている。
□ＰＴＡ活動に参加している。
□学校行事等に保護者と連携をしながら参画している。
□子どもの学校での様子や課題を適切に把握している。
□子どもについて、必要に応じて施設の援助方針と教育機関の指導方針を互いに確認し合う機会を設けている。
評価基準の考え方と評価のポイント
○子どもは一日の多くの時間を学校で過ごしています。施設での様子だけではなく、学校での様子を把握することで総合的な支援計画に取り組む必要があります。
○施設入所前の環境により学習遅滞がみられる場合があるので、個別的な学習支援体制の確立に取り組む必要があります。
○子どもに関する情報をでき得る限り共有し、協働で子どもを育てる意識を持つことが大切です。

	


